
第9回

ごあいさつ

仙北市総合美術展実行委員会

　今年も皆さまのご協力により、仙北市総合美術展を開催する運びとなりました。早いもので
９回目の開催となります。これもひとえに貴重な作品を快くご出品くださいました皆さま、並
びに関係各位のお力添えがあったおかげと実行委員一同、心より感謝申し上げます。
　日ごろの制作活動の成果を一堂に集めた力作揃いの展示内容となっており、ご来場くださ
る皆さまに楽しんでいただけるものと存じます。
　本展が芸術・文化活動の更なる発展と活性化につながれば幸いです。

「武家桜に雪」(遺作)髙田 文雄
(日本画)

「果樹園」佐藤 みつ子
(染織ろうけつ)

「ふたりの母へ今もありがとう」黒澤 美鈴
(ソープ・カービング)

◆主　　催　仙北市総合美術展実行委員会 （仙北市教育委員会生涯学習課内 TEL：０１８７-４３-３３８３）
◆後　　援　仙北市　仙北市教育委員会　仙北市芸術文化協会

会期 令和2年

午前９時～午後４時３０分（入館は午後４時まで)

角館町平福記念美術館
仙北市角館町表町上丁４-４　TEL：０１８７-５４-３８８８

●２月４日(火)午前９時からオープニングセレモニーを開催します。
※２月１０日（月）は休館日です。

2 4 ▶ 16

仙北市民、中学生以下の方、出品者は無料
150円

2火 日

入館料会場



第9回　仙北市総合美術展　展示作品紹介 （部門ごと、50音順、敬称略）

絵　画
作 品 名

日

本

画

出 品 者
新緑の奥入瀬
武家桜に雪
光る河
青空とキク
冬仕度
回顧の滝
まっすぐ咲く花
深山滝の賛歌
夏の終りに
御座の石鳥居
火の用心
柿
林檎
夢に向かって
Ｋのアート
わが町じまん
柿
親子竹
暮色
花のワルツ
夜の花

髙 田 文 雄
髙 田 文 雄
髙 田 文 雄
大 石 日 向
岡　田　惠里子
小 原 洋 一
加賀谷　志　津
木 元 一 也
草 彅 良 子
佐 藤 二 郎
佐　藤　美栄子
佐 藤 夢 華
菅 原 駿 治
髙 橋 　 和
野々部　睦　子
備 前 善 一
松 田 夢 久
元 村 雅 子
山 本 惠 子
吉 田 　 工
渡 邉 基 生

縄文の聖地「大湯」
春爛漫
三本杉
雪韻

太 田 瑛 華
草 彅 春 翠
千 葉 忠 道
柳 下 美 風

洋

画

紅白椿
野いちご
晩秋の田沢湖
寿老人
摘草の子
月夜
春の野
散歩道～乳頭温泉郷～
初夏
先人の足跡
ＭＴ．Ｆｕｊｉ
秋海棠
白樺林の春
花をもつ少女
静物
サイネリア
農婦
双鯉

とびら

狐 崎 湛 子
草 彅 良 子
菅　原　美喜子
高 橋 弥 生
畠 山 正 子
藤 田 静 子
吉 田 　 工
大 沢 純 子
佐 藤 惠 子
髙　橋　喜代子
田 中 章 夫
田 口 淳 子
千 田 千 佳
秩 父 フ ミ
難 波 秀 男
芳 賀 敏 子
堀 川 民 子
山 田 政 見

光芒
ペチカ

佐 藤 明 夫
髙　橋　惠利子

高 橋 　 恵

水
墨
画

俳

画
出 品 者

七草の椀にもほしい祖父母の手
桜の歌

中 村 竹 紅
八 栁 翠 雪

（桂子）
（トク子）

短　歌
作 品 名

書  
作 品 名 出 品 者

写　真  
作 品 名 出 品 者

東雲
水面の宝石
一時の休息
共演
朝の景色
溢れる想い
持てるものならもってみな
内陸線の旅
深山にたたづむ
田んぼアートに期待
湿原の秋
旅立ち
ご飯ください
秋の宮
初夏
滴－しずく－
芸術の秋
草もみじ滑降
桜と灯かり
風の囁き
紅葉を見、客待つ人
楓鮮やか
春うらら
お手伝い
煌めく千日紅
晩秋の光雪
相内潟の春
夕靄
お話中
天狗のイタズラ（夏瀬ダム湖）
雪晴れの里
雲上の早池峰
麓

江 橋 清 男
大 山 　 蘭
草 彅 春 行
小 林 武 祐
佐々木　コト子
佐々木　菜　摘
佐　藤　あかり
佐 藤 清 美
佐 藤 寅 雄
佐 藤 　 守
菅 原 一 男
菅 原 正 一
鈴 木 　 京
髙 橋 数 實
高　橋　幸治郞
高 橋 　 覚
髙 橋 信 勝
高 橋 弘 子
髙 村 順 一
田 口 　 康
千 葉 惟 吹
千 葉 邦 夫
難 波 和 夫
新 田 富 子
羽 川 光 栄
雲 雀 秀 人
藤 川 正 男
藤 田 一 志
藤 原 君 雄
松 橋 　 広
三 浦 　 勇
三 浦 誠 幸
水戸谷　　　彰

絵画
　・日本画
　・水墨画
　・俳画
　・洋画
　・水彩画
　・切り絵
手芸
　・モラ
　・ソープ･カービング
　・タペストリー
　・羊毛フェルト
　・他
工芸
　・陶芸
　・染織ろうけつ
　・押し花絵額
　・七宝焼
　・アート盆栽
　・染織
写真
書
短歌
俳句

【出品内訳】 計 164点

※一部作品を変更する場合があります。

陶

芸

染

織

ろ

う

け

つ

押
し
花
絵
額

七
宝
焼

工　芸  
作 品 名 出 品 者

深山にひっそりと咲く山しゃくなげ
桜花爛漫
喜びが香る
果樹園
未来永劫
白い花とレモン
歩く姿は百合の花
咲く・咲く
静かに燃える秋
六ひょうたんの絆
春の忘れ物
秋の渓流
憂雅
りんどう
ふるさとへの路
虹色
輝き
富士の山
富岳

赤 川 和 子
菅　原　美喜子
髙 橋 孝 子
花津谷　　　環
藤 川 聖 子
角館七宝クラブ
七宝焼愛好会
戸　村　千鶴子
渡　部　ソヨ子

稲 葉 敏 江
北 田 慶 子
高 坂 悦 子
佐　藤　みつ子
菅　原　美喜子
鈴 木 　 子
高 橋 肇 子
千　葉　喜美子
西 宮 徳 子
藤 本 愛 子

織部角皿
水指し
飴釉瓢箪
練り込み象嵌陶板
だるまさんころんだ
Ｌａｋｅ　Ｂｌｕｅ
一輪挿し（カナリア）
象嵌花器
グラス
花入れ
花器
現象

荒 川 久 枝
池　田　永太郎
宇 賀 正 光
草　彅　八重子
佐々木　孝　子
佐 藤 明 夫
高 橋 肇 子
館 花 久 子
照 井 久 江
藤 本 愛 子
三 浦 順 子
栁　下　陽一郎

(清久)

(弘美)
(貴美子)
(忠昭)
(美智子)

俳　句　　
作 品 名 出 品 者

清水
深雪晴
隙間風
春の靴
狭庭
冬空
蝉時雨

伊 東 和 子
小 玉 敦 子
鈴 木 睦 子
田 中 　 栄
藤 田 静 子
三 杉 泰 子
渡 辺 素 女（モト）

46
21
4
7
11
1
2
14
4
2
2
2
4
34
12
10
5
4
2
1
33
28
2
7

亮順の句
漢字　創作
日日是好日
高野切第一種臨
かな
自運
高野切第三種臨
鈴木鷹夫の句
あすへの希望
長楽無極
自運
小島切臨
金文
昭憲皇太后の歌
斎藤茂吉の歌
古今和歌より紀貫之、紀友則、源当純の歌
北原白秋の詩
韓維の詩
高野切第三種臨
関戸本古今集臨
万葉集大伴家持のうた
新古今和歌集
在原業平の歌
十七帖
創作
九條武子の歌
孟浩然の詩
明日照積雪

安孫子　睦　月
草 彅 資 雪
沓 澤 静 香
熊 谷 雪 雅
熊 沢 蒼 月
小 瀧 翠 桜
佐々木　茉　祐
酒 井 佇 泉
佐 藤 次 子
佐 藤 碧 洲
信 田 麗 水
鈴　木　佐岐子
秩 父 求 古
仲野谷　雪　苑
中 村 英 峰
中 村 竹 紅
西 宮 雪 紅
野々部　祥　園
半　田　佐智子
半　田　富美子
廣 川 紅 香
福 島 樹 李
藤 井 彩 雪
藤 原 君 雄
三 浦 史 鶴
八 栁 翠 雪
八 柳 竹 耀
柳 本 祥 苑

(むつき)
(徳子)

(雅子)
(ひとみ)
(綾子)

(泉)

(貞一)
(伊代)

(フミ)
(好子)
(正孝)
(桂子)
(徳子)
(睦子)

(浩子)
(樹里)
(百合子)

(博子)
(トク子)
(良太郎)
(初子)

出 品 者
手　芸

作 品 名

モ

ラ

蝶と　クサの少女
餌の魚美味しいか
サン　プラスの魚
干支のネズミ

伊 藤 義 子
坂 本 邦 子
渋 谷 康 子
中 村 啓 子

他

彩花
ふたりの母へ今もありがとう

黒　澤　あけみ
黒 澤 美 鈴

初春
タペストリー

熊 谷 弘 子
古 郡 昌 子

カルトナージュ
錦
七宝まり
干支

小　林　美知子
戸　村　千鶴子
能 美 恵 子
堀 部 麻 美

思い出
秋に寄せて

千　葉　かおる
新 田 富 子

鶏の舞 廣 川 　 潔

水彩画

切り絵

ソープ・カービング

タペストリー

羊毛フェルト
干支
幸せな時間

古 郡 知 美
梁　田　ゆう子

アート盆栽

染織


